
ナノバブルの活用

ナノバブルの活用利点

収量アップ・コスト削減・
品質向上など、農業経営の
効率化が期待できます。

農業

農業/水耕栽培 畑・土壌

作物の成長促進・収量向上

病害リスクの低減

土壌改良・根の活性化

肥料・農薬の吸収効率向上

収穫後の品質向上

ナノバブルは水に溶存酸素を高濃度に供給し、根の酸素供給を増やします。これにより、
根張りが良くなり、成長が早まり、収量が向上します。

ナノバブルは殺菌作用を持つもの（オゾンや酸素など）を含む場合、土壌や灌漑水の病原菌を
抑制し、作物の病害リスクを軽減できます。

ナノバブルが土壌の隙間に入り込み、酸素供給を増やすことで、土壌環境が改善され、
根の活性が向上します。

ナノバブルは水の浸透性を高め、肥料や農薬の吸収効率を向上させるため、使用量を削減しつ
つ効果を最大化できます。

ナノバブル水を使用した作物は、鮮度が長持ちし、糖度が上がるといった品質向上の報告
もあります。

作物の成長促進・収量向上

病害リスクの低減

光合成の促進 

収量アップ 

植物の根に十分な酸素を供給し、根の活性が高まり成長スピードが向上。

植物の代謝が活発になり、葉や茎の成長が加速。

健康な根が育ち、栄養吸収がスムーズになり、収穫量が増加。

成長促進・病害リスク低減・栄養吸収向上・品質向上・水の節約など、さまざまな利点があります。生産性を高めながら、
環境に配慮した持続可能な農業を実現できる技術として、今後の水耕栽培に大きなメリットをもたらします。

酸素供給量アップ

有害菌の抑制

抗生物質・農薬削減 

酸素ナノバブルが根に十分な酸素を供給し、酸素不足による根腐れを防ぐ。

オゾンナノバブルなどを利用すると、病原菌の増殖を抑え、病害リスクを低減。

 ナノバブル水の抗菌作用により、化学薬品の使用を減らし、安全で環境に優しい栽培が可能。

根腐れ防止

栄養吸収効率の向上

成分の均一供給

水分浸透性の向上

ナノバブルの微細な泡が栄養素と一緒に根に浸透しやすくなり、肥料の利用効率が向上。

溶存酸素が均等に行き渡ることで、栄養分の吸収ムラを減少。

 ナノバブルの効果で根が水分を吸収しやすくなり、根の発育を促進。

肥料の吸収率アップ

品質向上・鮮度保持

シャキッとした食感

鮮度長持ち

酸素供給量が増えることで、野菜の糖度や栄養価が上昇し、風味が向上。

ナノバブル水を利用すると、葉物野菜の水分保持力が上がり、シャキシャキした食感を維持。

 収穫後の野菜をナノバブル水で洗浄すると、酸化を抑え、鮮度保持期間が延長。

色・風味の向上

水の使用量削減・環境負荷軽減

排水の環境負荷低減

持続可能な農業

水質を浄化しながら利用できるため、水の交換頻度を減らせる。

ナノバブルが有機物を分解するため、排水処理の負担が軽減。

 環境に優しい農法として、SDGsの目標にも貢献可能。

水の再利用が可能

ナノバブルの活用利点 養　殖

魚・貝類の成長促進 & 生存率向上

養殖魚のストレス軽減 & 活力向上

エサの消化吸収が向上

成長ムラが減少

水中の溶存酸素量が増え、魚や貝が健康に成長。

酸素が豊富な環境では代謝が活発になり、成長スピードが加速。

均一な酸素供給により、魚の成長がそろいやすくなる。

魚や貝の成長促進・生存率向上・水質改善・病害リスクの低減 など、多くのメリットが得られます。特に、溶存酸素量の増加・
水質の浄化・ストレスの軽減 などが養殖環境の改善に大きく貢献します。

酸素供給量アップ

遊泳量が増える

病気に対する抵抗力が向上 

酸素不足が原因で起こるストレスが軽減され、魚の活力が向上。

健康な魚は活発に泳ぐため、肉質が引き締まり、高品質な魚が育つ。

 ストレスが減ることで免疫力が強化され、病気にかかりにくくなる。

水中の酸素不足を解消

水質の改善 & メンテナンスコスト削減

藻類の繁殖を抑制

フィルターや水槽の清掃回数を削減

魚の排泄物や餌の残りが分解されやすくなり、水質が清浄化。

ナノバブルが水中のバランスを整え、過剰な藻の発生を防ぐ。

水がきれいに保たれるため、掃除やメンテナンスの手間が軽減。

アンモニア・硫化水素の分解促進

魚病リスクの低減 & 抗生物質の使用削減

寄生虫の減少

抗生物質の使用量削減

オゾンナノバブルを活用すると、ウイルスや細菌の繁殖が抑えられる。

酸素濃度の上昇で水質が改善され、寄生虫の発生リスクが低下。

 水質管理が向上することで、病気の発生を抑え、薬剤の使用を減らせる。

病原菌の抑制

魚の肉質向上 & 付加価値の高い水産物の生産

肉質の向上

市場価値の向上

ナノバブル水の浄化作用で、養殖魚特有の泥臭さが減少。

活発に泳ぐことで身が引き締まり、高品質な魚が育つ。

 健康で質の高い魚はブランド化しやすく、販売単価アップにつながる。

臭みの軽減

土壌の酸素供給量アップ → 健康な根が育つ

土壌中の有益微生物を活性化 → 肥沃な土作り

根の成長促進

根腐れの防止

ノバブル水には高濃度の溶存酸素が含まれ、土壌に潅水すると根域の酸素量が増加。

酸素供給が増え、根の伸長が促進され、養分や水分の吸収力が向上。

通気性が改善され、嫌気性菌の繁殖を抑え、根腐れリスクを軽減。

 酸素が豊富な土壌に

有機物の分解促進

土壌病害の抑制

土壌中の善玉菌（乳酸菌・放線菌など）が活性化し、病害菌の抑制につながる。

ナノバブルの作用で有機物の分解がスムーズに進み、栄養豊富な土壌に。

 土壌改良効果により、連作障害や病気のリスクが低減。

有益な微生物の活性化

保水性・排水性の改善 → 水はけの良い理想的な土壌に

排水性の向上

乾燥ストレスの軽減

ナノバブルの特性により、土壌中の水分が均一に広がり、保水性が向上。

余分な水分を適切に排出し、過湿や水たまりを防ぐ。

 水持ちが良くなり、乾燥しやすい土壌でも作物が育ちやすくなる。

適度な水分保持

土壌中の有害物質を低減 → 健康な作物の育成

農薬・化学肥料の残留軽減

塩害対策

ナノバブル水の酸化・還元作用により、土壌中の有害物質の影響を緩和。

ナノバブルの浄化作用により、残留農薬や過剰肥料が分解されやすくなる。

 塩類集積が抑えられ、塩害に強い土壌へ改善。

重金属や塩分の影響を軽減

環境負荷の軽減 & 持続可能な農業へ

化学肥料・農薬の使用量削減

環境にやさしい農業

ナノバブル水は通常の水よりも浸透性が高く、少ない水量で効果的な潅水が可能。

土壌が健全化することで、化学肥料や農薬の必要量が減少。

 持続可能な農業（SDGs）に貢献し、エコ農法としての導入が進む。

水の使用量削減

土壌の酸素供給量向上・微生物活性化・保水性＆排水性改善・有害物質の低減 など、作物が育ちやすい理想的な土壌環境が
整います。結果として、収量増加・病害リスク低減・水や肥料のコスト削減 につながり、持続可能な農業を実現 する強力な
ツールとなります。

魚の成長速度が約 15～25％向上した事例が報告されている。
マスの養殖場では、病気の発生率が 30％以上低減し、収穫率が向上。
ウナギ養殖場では、水交換の頻度が約 50％減少し、管理コストが削減。
ヒラメ養殖場では、抗生物質の使用量が約 40％削減され、安全な養殖が実現。
養殖したブリは通常の養殖魚よりも弾力があり、脂の乗りが良いとの評価を受け高級食材として流通。

ナノバブルの活用利点

ナノバブル水を散布した畑では、作物の根の成長が約 20％向上したことが確認されている。
微生物の多様性が向上し、病原菌の繁殖が抑制された事例 が報告されている。
砂質土壌の畑にナノバブル水を潅水すると、保水性が約 15％向上し、作物の生育が安定した。
圃場では、土壌中の残留農薬が約 30％低減し、土壌の健全性が向上。
潅水量が約 30％削減され、コストと環境負荷の低減に成功。

実例

ナノバブルの活用利点

イチゴやトマトの栽培で、通常よりも 10～20％の収量増加が報告されている。
レタス栽培で、病害発生率が約 50％減少した事例あり。
イチゴ農園では、病害発生率が通常の半分以下に抑えられた事例あり。
水の使用量が約 30％削減される効果が確認された。
ナノバブル水で希釈した肥料を使用すると、通常の水と比較して 20～30％吸収効率が向上。

実例 実例

ナノバブル水で希釈するメリットと特殊効果

溶解性の向上 → 希釈液の均一化 & 効果アップ

希釈液の安定性向上

濃度のばらつきを防ぐ

ナノバブルは極小サイズ のため、溶質との接触面積が増加し、物質をより均一に溶解できる。

成分がダマにならず、均一な混合液が作れる。

化学薬品や液肥などの溶け残りを低減。

ナノサイズ 

農業︓液体肥料や農薬を均一に希釈し、効果を最大化。
食品︓調味料や添加物をムラなく希釈し、味や品質を安定させる。
化学工業︓薬品の希釈時に分離・沈殿を防ぎ、効率的な製造が可能に。

活用例

浸透性の向上 → 速やかに対象物へ作用

●ナノバブル水は通常の水よりも細胞や組織への浸透が速い。
●分子間の結合を弱める作用があり、液体が対象物に素早く広がる。
●化学薬品や液肥などの溶け残りを低減。

農業︓葉面散布時に農薬や栄養素が葉に素早く吸収される。
医療・美容︓薬剤や化粧品の有効成分が肌や細胞へ速く浸透。
食品加工︓調味液が短時間で食材に染み込み、味がなじみやすい。

活用例

吸収力の向上 → 少量の薬剤・肥料で効果を発揮

●農業分野では、肥料・農薬の吸収効率が向上 し、使用量を削減できる。
●薬品やサプリメントの吸収率アップ → 必要量を減らしつつ高い効果を発揮。

農業︓液肥や農薬を低濃度で効果的に作物に供給し、コスト削減。
医療・健康︓栄養ドリンクやサプリの吸収性を高め、効果をアップ。
化学薬品︓少量の薬品で十分な作用が得られ、環境負荷を低減。

活用例

子羊用ミルクをナノバブル酸素水で希釈する効果

酸素供給の向上   → 成長促進 & 免疫力アップ
●ナノバブル酸素水には、高濃度の酸素が含まれており、体内の酸素供給量が増加。
●細胞の新陳代謝が活発になり、子羊の成長スピードが加速。
●免疫細胞が活性化し、病気への抵抗力が向上。

●子羊の体重増加がスムーズに進み、健康的な成長を促進。
●免疫機能が強化され、ウイルスや細菌感染のリスクが低下。期待できる効果

期待できる効果

消化吸収の向上　→  栄養の効率的な利用
●ナノバブル酸素水は、胃腸の働きを活性化し、消化酵素の分泌を促進。
●ミルクの栄養素（タンパク質・脂肪・ビタミン・ミネラル）の吸収率が向上。

●ミルクの栄養がしっかり吸収され、健康的な体重増加を実現。
●少ないミルク量でも効率的に成長できるため、飼育コストの
　削減につながる。

下痢・消化不良のリスク低減　→ 健康維持 
●酸素ナノバブルは、腸内の悪玉菌の増殖を抑制し、腸内フローラを改善。
●腸内の酸素濃度が上昇することで、腸内環境が安定し、下痢のリスクが低下。

●腸内の善玉菌が増え、消化不良や下痢の発生率が低下。
●子羊の健康状態が安定し、病気による成長遅延を防ぐ。期待できる効果

ミルクの鮮度保持 & 抗菌作用   → 安全性向上
●酸素ナノバブルには、酸化還元作用があり、雑菌の繁殖を抑制する効果がある。
●ミルクの鮮度が長持ちし、細菌による腐敗を防ぐ。

●作り置きのミルクが劣化しにくくなり、安全な給餌が可能。
●子羊の食中毒リスクが減少し、健康的な成長をサポート。期待できる効果

ストレス軽減 & 活力向上
●酸素供給が増えることで、子羊の血流が改善し、エネルギー代謝が向上。
●ストレス耐性が高まり、活動的で健康な行動が増加。

●母羊からの早期離乳のストレスを軽減。
●食欲が向上し、活発な行動が増加。期待できる効果

ナノバブル発生装置（酸素活用）で水質改善する仕組み

 酸化作用
●ナノバブル水中の酸素が強い酸化力を持ち、水中の汚染物質や有害物質を酸化して無害化する作用があります。
　ナノバブルの微細な気泡が汚染物質の表面に密着し、酸素と反応してこれを酸化分解します。

●有機物やアンモニア、硫化物などが酸化されて、これらの有害成分を無害化し、水質が改善されます。
　特に水中のアンモニアや有機化合物の除去に効果があります。

 浮遊物の除去
●ナノバブルは非常に小さな気泡を持っているため、これが水中の浮遊物（汚れや不純物）に付着し、気泡と共
　に浮かび上がらせます。これにより、水中の不純物が凝集し、浮遊物として分離され、フィルターなどで簡単
　に除去できるようになります。

●ナノバブルが浮遊物に付着することで、汚染物質の凝集を促進し、水質がきれいになります。これにより、
　ろ過効率が向上し、効率的に水を浄化することができます。

 水の浄化と消臭作用
●ナノバブル酸素水は、水中の有害な細菌や病原菌を抑制する働きもあります。酸素が豊富な環境では、酸素を
　好む微生物が活性化し、有害微生物が抑制されます。

●酸素が強い酸化作用を持つため、悪臭の元となる成分（例えば硫化水素やアミン類）を酸化して無害化し、
　水質の消臭効果も得られます。

 ヘドロの改善
●ナノバブル酸素水は、特に水底に沈殿した有機物（ヘドロ）の分解にも効果を発揮します。ヘドロは酸素供給が
　不十分な環境で分解されにくく、嫌気性微生物による腐敗が進みますが、ナノバブル水を使うことで酸素を供給し、
　ヘドロの分解を促進します。この効果によって、底質が浄化され、水の透明度が向上し、水質が改善されます。

 水流の促進と循環作用
●ナノバブル水は気泡が非常に小さいため、水流を乱すことなく、水中の循環を促進します。この水流促進作用が、
　水の動きを活性化させ、酸素が全体的に行き渡ることを助けます。これにより、水質全体の改善が効率的に行わ
　れます。

酸素供給による水質改善
●水中に酸素を豊富に供給することにより、水中の好気性微生物（酸素を必要とする微生物）が活性化します。
　これらの微生物は、有機物（例えば、汚染物質や腐敗物質）を分解する働きを持ち、これにより水質が改善
　されます。

●好気性微生物が有機物を分解する過程で、臭気や汚染物質が除去され、浄化が進みます。また、酸素供給に
　より嫌気性微生物の活動を抑制することができ、腐敗臭や有害物質の発生を防ぐことができます。

酸化還元作用 → 防腐・抗菌効果

●酸素ナノバブル → 酸化作用により細菌の繁殖を抑え、液体の劣化を防ぐ。
●オゾンナノバブル → 強い殺菌作用で、水を清潔に保つ。

食品︓ナノバブル水で希釈した調味料やジュースは、長期間鮮度を維持。
農業︓防腐剤を使わず、ナノバブル水で洗浄した作物の鮮度が長持ち。
医療・衛生︓消毒液の効果を高め、ウイルス・細菌対策に貢献。

活用例

土壌のpHバランスが安定し、連作障害のリスクが低減。

ナノバブル発生装置（酸素活用）による水質改善は、酸素供給と酸化作用、浮遊物の除去、微生物の活性化など、
複数のメカニズムが相互に作用することで実現します。
ナノバブル水を利用することで、水中の有害物質や汚染物質を効果的に除去し、水の浄化や消臭、ヘドロの改善、
水質向上が実現できるため、農業、漁業、環境保護、工業など、さまざまな分野で利用されています。

自動洗車機で洗剤を使用せず、
ナノバブル水を活用

洗浄力の向上
●ナノバブル水は非常に小さな気泡（ナノサイズ）を含んでいるため、細かい汚れや油分、
　泥などを効果的に取り除くことができます。ナノバブルは表面積が非常に大きいため、
　汚れを浮かせて取り除く力が強いです。

洗車後の乾燥時間の短縮
●ノバブル水は、洗車後の水分を早く蒸発させる効果があります。そのため、洗車後の車体表面が
　早く乾燥し、水滴が残りにくく、拭き取り作業が簡単になることが期待されます。

従来の洗車機よりも低コスト
●ナノバブル水は化学洗剤を使用しないため、洗剤のコストが削減できます。
　少量の水で効率的に洗浄できるため、水道代や運営コストも削減することができます。

水の使用量が減少
●ナノバブル水は微細な気泡が水分と密接に反応し、汚れを効果的に取り除くため、従来の洗車機
　に比べて少量の水で洗浄が可能です。これにより、水の使用量を大幅に削減できます。

繊細な塗装面を保護
●ナノバブル水は洗浄力が強い一方で、非常に優れた洗浄効率を持ちながらも、塗装面や車体表面
　を傷つけにくいです。従来の洗剤や高圧水流では塗装にダメージを与えることがありますが、
　ナノバブル水はその優しい洗浄力で塗装を保護します。

●従来の洗剤を使用しないため、油脂や水垢、虫の死骸なども洗剤なしで効果的に除去できます。

洗剤を使用しないため環境に優しい
●ナノバブル水は洗剤を使わずに汚れを取り除くため、化学物質や有害成分を排出しないことが
　最大の利点です。これにより、水質汚染のリスクを減少させ、環境負荷を抑えることができます。

●使用後の水の排水が環境にやさしく、水質汚染や化学薬品の残留を防ぎます。

ナノバブル水は、非常に微細な気泡を含んでおり、
その特性を生かした洗車方法は環境にも優しく、
高い洗浄効果をもたらします。



ナノバブルの活用

ナノバブルの活用利点

収量アップ・コスト削減・
品質向上など、農業経営の
効率化が期待できます。

農業

畑・土壌

作物の成長促進・収量向上

病害リスクの低減

土壌改良・根の活性化

肥料・農薬の吸収効率向上

収穫後の品質向上

ナノバブルは水に溶存酸素を高濃度に供給し、根の酸素供給を増やします。これにより、
根張りが良くなり、成長が早まり、収量が向上します。

ナノバブルは殺菌作用を持つもの（オゾンや酸素など）を含む場合、土壌や灌漑水の病原菌を
抑制し、作物の病害リスクを軽減できます。

ナノバブルが土壌の隙間に入り込み、酸素供給を増やすことで、土壌環境が改善され、
根の活性が向上します。

ナノバブルは水の浸透性を高め、肥料や農薬の吸収効率を向上させるため、使用量を削減しつ
つ効果を最大化できます。

ナノバブル水を使用した作物は、鮮度が長持ちし、糖度が上がるといった品質向上の報告
もあります。

成長促進・病害リスク低減・栄養吸収向上・品質向上・水の節約など、さまざまな利点があります。生産性を高めながら、
環境に配慮した持続可能な農業を実現できる技術として、今後の水耕栽培に大きなメリットをもたらします。

ナノバブルの活用利点 養　殖

魚・貝類の成長促進 & 生存率向上

養殖魚のストレス軽減 & 活力向上

エサの消化吸収が向上

成長ムラが減少

水中の溶存酸素量が増え、魚や貝が健康に成長。

酸素が豊富な環境では代謝が活発になり、成長スピードが加速。

均一な酸素供給により、魚の成長がそろいやすくなる。

魚や貝の成長促進・生存率向上・水質改善・病害リスクの低減 など、多くのメリットが得られます。特に、溶存酸素量の増加・
水質の浄化・ストレスの軽減 などが養殖環境の改善に大きく貢献します。

酸素供給量アップ

遊泳量が増える

病気に対する抵抗力が向上 

酸素不足が原因で起こるストレスが軽減され、魚の活力が向上。

健康な魚は活発に泳ぐため、肉質が引き締まり、高品質な魚が育つ。

 ストレスが減ることで免疫力が強化され、病気にかかりにくくなる。

水中の酸素不足を解消

水質の改善 & メンテナンスコスト削減

藻類の繁殖を抑制

フィルターや水槽の清掃回数を削減

魚の排泄物や餌の残りが分解されやすくなり、水質が清浄化。

ナノバブルが水中のバランスを整え、過剰な藻の発生を防ぐ。

水がきれいに保たれるため、掃除やメンテナンスの手間が軽減。

アンモニア・硫化水素の分解促進

魚病リスクの低減 & 抗生物質の使用削減

寄生虫の減少

抗生物質の使用量削減

オゾンナノバブルを活用すると、ウイルスや細菌の繁殖が抑えられる。

酸素濃度の上昇で水質が改善され、寄生虫の発生リスクが低下。

 水質管理が向上することで、病気の発生を抑え、薬剤の使用を減らせる。

病原菌の抑制

魚の肉質向上 & 付加価値の高い水産物の生産

肉質の向上

市場価値の向上

ナノバブル水の浄化作用で、養殖魚特有の泥臭さが減少。

活発に泳ぐことで身が引き締まり、高品質な魚が育つ。

 健康で質の高い魚はブランド化しやすく、販売単価アップにつながる。

臭みの軽減

土壌の酸素供給量アップ → 健康な根が育つ

土壌中の有益微生物を活性化 → 肥沃な土作り

根の成長促進

根腐れの防止

ノバブル水には高濃度の溶存酸素が含まれ、土壌に潅水すると根域の酸素量が増加。

酸素供給が増え、根の伸長が促進され、養分や水分の吸収力が向上。

通気性が改善され、嫌気性菌の繁殖を抑え、根腐れリスクを軽減。

 酸素が豊富な土壌に

有機物の分解促進

土壌病害の抑制

土壌中の善玉菌（乳酸菌・放線菌など）が活性化し、病害菌の抑制につながる。

ナノバブルの作用で有機物の分解がスムーズに進み、栄養豊富な土壌に。

 土壌改良効果により、連作障害や病気のリスクが低減。

有益な微生物の活性化

保水性・排水性の改善 → 水はけの良い理想的な土壌に

排水性の向上

乾燥ストレスの軽減

ナノバブルの特性により、土壌中の水分が均一に広がり、保水性が向上。

余分な水分を適切に排出し、過湿や水たまりを防ぐ。

 水持ちが良くなり、乾燥しやすい土壌でも作物が育ちやすくなる。

適度な水分保持

土壌中の有害物質を低減 → 健康な作物の育成

農薬・化学肥料の残留軽減

塩害対策

ナノバブル水の酸化・還元作用により、土壌中の有害物質の影響を緩和。

ナノバブルの浄化作用により、残留農薬や過剰肥料が分解されやすくなる。

 塩類集積が抑えられ、塩害に強い土壌へ改善。

重金属や塩分の影響を軽減

環境負荷の軽減 & 持続可能な農業へ

化学肥料・農薬の使用量削減

環境にやさしい農業

ナノバブル水は通常の水よりも浸透性が高く、少ない水量で効果的な潅水が可能。

土壌が健全化することで、化学肥料や農薬の必要量が減少。

 持続可能な農業（SDGs）に貢献し、エコ農法としての導入が進む。

水の使用量削減

土壌の酸素供給量向上・微生物活性化・保水性＆排水性改善・有害物質の低減 など、作物が育ちやすい理想的な土壌環境が
整います。結果として、収量増加・病害リスク低減・水や肥料のコスト削減 につながり、持続可能な農業を実現 する強力な
ツールとなります。

魚の成長速度が約 15～25％向上した事例が報告されている。
マスの養殖場では、病気の発生率が 30％以上低減し、収穫率が向上。
ウナギ養殖場では、水交換の頻度が約 50％減少し、管理コストが削減。
ヒラメ養殖場では、抗生物質の使用量が約 40％削減され、安全な養殖が実現。
養殖したブリは通常の養殖魚よりも弾力があり、脂の乗りが良いとの評価を受け高級食材として流通。

ナノバブルの活用利点

ナノバブル水を散布した畑では、作物の根の成長が約 20％向上したことが確認されている。
微生物の多様性が向上し、病原菌の繁殖が抑制された事例 が報告されている。
砂質土壌の畑にナノバブル水を潅水すると、保水性が約 15％向上し、作物の生育が安定した。
圃場では、土壌中の残留農薬が約 30％低減し、土壌の健全性が向上。
潅水量が約 30％削減され、コストと環境負荷の低減に成功。

実例 実例

ナノバブル水で希釈するメリットと特殊効果

溶解性の向上 → 希釈液の均一化 & 効果アップ

希釈液の安定性向上

濃度のばらつきを防ぐ

ナノバブルは極小サイズ のため、溶質との接触面積が増加し、物質をより均一に溶解できる。

成分がダマにならず、均一な混合液が作れる。

化学薬品や液肥などの溶け残りを低減。

ナノサイズ 

農業︓液体肥料や農薬を均一に希釈し、効果を最大化。
食品︓調味料や添加物をムラなく希釈し、味や品質を安定させる。
化学工業︓薬品の希釈時に分離・沈殿を防ぎ、効率的な製造が可能に。

活用例

浸透性の向上 → 速やかに対象物へ作用

●ナノバブル水は通常の水よりも細胞や組織への浸透が速い。
●分子間の結合を弱める作用があり、液体が対象物に素早く広がる。
●化学薬品や液肥などの溶け残りを低減。

農業︓葉面散布時に農薬や栄養素が葉に素早く吸収される。
医療・美容︓薬剤や化粧品の有効成分が肌や細胞へ速く浸透。
食品加工︓調味液が短時間で食材に染み込み、味がなじみやすい。

活用例

吸収力の向上 → 少量の薬剤・肥料で効果を発揮

●農業分野では、肥料・農薬の吸収効率が向上 し、使用量を削減できる。
●薬品やサプリメントの吸収率アップ → 必要量を減らしつつ高い効果を発揮。

農業︓液肥や農薬を低濃度で効果的に作物に供給し、コスト削減。
医療・健康︓栄養ドリンクやサプリの吸収性を高め、効果をアップ。
化学薬品︓少量の薬品で十分な作用が得られ、環境負荷を低減。

活用例

子羊用ミルクをナノバブル酸素水で希釈する効果

酸素供給の向上   → 成長促進 & 免疫力アップ
●ナノバブル酸素水には、高濃度の酸素が含まれており、体内の酸素供給量が増加。
●細胞の新陳代謝が活発になり、子羊の成長スピードが加速。
●免疫細胞が活性化し、病気への抵抗力が向上。

●子羊の体重増加がスムーズに進み、健康的な成長を促進。
●免疫機能が強化され、ウイルスや細菌感染のリスクが低下。期待できる効果

期待できる効果

消化吸収の向上　→  栄養の効率的な利用
●ナノバブル酸素水は、胃腸の働きを活性化し、消化酵素の分泌を促進。
●ミルクの栄養素（タンパク質・脂肪・ビタミン・ミネラル）の吸収率が向上。

●ミルクの栄養がしっかり吸収され、健康的な体重増加を実現。
●少ないミルク量でも効率的に成長できるため、飼育コストの
　削減につながる。

下痢・消化不良のリスク低減　→ 健康維持 
●酸素ナノバブルは、腸内の悪玉菌の増殖を抑制し、腸内フローラを改善。
●腸内の酸素濃度が上昇することで、腸内環境が安定し、下痢のリスクが低下。

●腸内の善玉菌が増え、消化不良や下痢の発生率が低下。
●子羊の健康状態が安定し、病気による成長遅延を防ぐ。期待できる効果

ミルクの鮮度保持 & 抗菌作用   → 安全性向上
●酸素ナノバブルには、酸化還元作用があり、雑菌の繁殖を抑制する効果がある。
●ミルクの鮮度が長持ちし、細菌による腐敗を防ぐ。

●作り置きのミルクが劣化しにくくなり、安全な給餌が可能。
●子羊の食中毒リスクが減少し、健康的な成長をサポート。期待できる効果

ストレス軽減 & 活力向上
●酸素供給が増えることで、子羊の血流が改善し、エネルギー代謝が向上。
●ストレス耐性が高まり、活動的で健康な行動が増加。

●母羊からの早期離乳のストレスを軽減。
●食欲が向上し、活発な行動が増加。期待できる効果

ナノバブル発生装置（酸素活用）で水質改善する仕組み

 酸化作用
●ナノバブル水中の酸素が強い酸化力を持ち、水中の汚染物質や有害物質を酸化して無害化する作用があります。
　ナノバブルの微細な気泡が汚染物質の表面に密着し、酸素と反応してこれを酸化分解します。

●有機物やアンモニア、硫化物などが酸化されて、これらの有害成分を無害化し、水質が改善されます。
　特に水中のアンモニアや有機化合物の除去に効果があります。

 浮遊物の除去
●ナノバブルは非常に小さな気泡を持っているため、これが水中の浮遊物（汚れや不純物）に付着し、気泡と共
　に浮かび上がらせます。これにより、水中の不純物が凝集し、浮遊物として分離され、フィルターなどで簡単
　に除去できるようになります。

●ナノバブルが浮遊物に付着することで、汚染物質の凝集を促進し、水質がきれいになります。これにより、
　ろ過効率が向上し、効率的に水を浄化することができます。

 水の浄化と消臭作用
●ナノバブル酸素水は、水中の有害な細菌や病原菌を抑制する働きもあります。酸素が豊富な環境では、酸素を
　好む微生物が活性化し、有害微生物が抑制されます。

●酸素が強い酸化作用を持つため、悪臭の元となる成分（例えば硫化水素やアミン類）を酸化して無害化し、
　水質の消臭効果も得られます。

 ヘドロの改善
●ナノバブル酸素水は、特に水底に沈殿した有機物（ヘドロ）の分解にも効果を発揮します。ヘドロは酸素供給が
　不十分な環境で分解されにくく、嫌気性微生物による腐敗が進みますが、ナノバブル水を使うことで酸素を供給し、
　ヘドロの分解を促進します。この効果によって、底質が浄化され、水の透明度が向上し、水質が改善されます。

 水流の促進と循環作用
●ナノバブル水は気泡が非常に小さいため、水流を乱すことなく、水中の循環を促進します。この水流促進作用が、
　水の動きを活性化させ、酸素が全体的に行き渡ることを助けます。これにより、水質全体の改善が効率的に行わ
　れます。

酸素供給による水質改善
●水中に酸素を豊富に供給することにより、水中の好気性微生物（酸素を必要とする微生物）が活性化します。
　これらの微生物は、有機物（例えば、汚染物質や腐敗物質）を分解する働きを持ち、これにより水質が改善
　されます。

●好気性微生物が有機物を分解する過程で、臭気や汚染物質が除去され、浄化が進みます。また、酸素供給に
　より嫌気性微生物の活動を抑制することができ、腐敗臭や有害物質の発生を防ぐことができます。

酸化還元作用 → 防腐・抗菌効果

●酸素ナノバブル → 酸化作用により細菌の繁殖を抑え、液体の劣化を防ぐ。
●オゾンナノバブル → 強い殺菌作用で、水を清潔に保つ。

食品︓ナノバブル水で希釈した調味料やジュースは、長期間鮮度を維持。
農業︓防腐剤を使わず、ナノバブル水で洗浄した作物の鮮度が長持ち。
医療・衛生︓消毒液の効果を高め、ウイルス・細菌対策に貢献。

活用例

土壌のpHバランスが安定し、連作障害のリスクが低減。

ナノバブル発生装置（酸素活用）による水質改善は、酸素供給と酸化作用、浮遊物の除去、微生物の活性化など、
複数のメカニズムが相互に作用することで実現します。
ナノバブル水を利用することで、水中の有害物質や汚染物質を効果的に除去し、水の浄化や消臭、ヘドロの改善、
水質向上が実現できるため、農業、漁業、環境保護、工業など、さまざまな分野で利用されています。

自動洗車機で洗剤を使用せず、
ナノバブル水を活用

洗浄力の向上
●ナノバブル水は非常に小さな気泡（ナノサイズ）を含んでいるため、細かい汚れや油分、
　泥などを効果的に取り除くことができます。ナノバブルは表面積が非常に大きいため、
　汚れを浮かせて取り除く力が強いです。

洗車後の乾燥時間の短縮
●ノバブル水は、洗車後の水分を早く蒸発させる効果があります。そのため、洗車後の車体表面が
　早く乾燥し、水滴が残りにくく、拭き取り作業が簡単になることが期待されます。

従来の洗車機よりも低コスト
●ナノバブル水は化学洗剤を使用しないため、洗剤のコストが削減できます。
　少量の水で効率的に洗浄できるため、水道代や運営コストも削減することができます。

水の使用量が減少
●ナノバブル水は微細な気泡が水分と密接に反応し、汚れを効果的に取り除くため、従来の洗車機
　に比べて少量の水で洗浄が可能です。これにより、水の使用量を大幅に削減できます。

繊細な塗装面を保護
●ナノバブル水は洗浄力が強い一方で、非常に優れた洗浄効率を持ちながらも、塗装面や車体表面
　を傷つけにくいです。従来の洗剤や高圧水流では塗装にダメージを与えることがありますが、
　ナノバブル水はその優しい洗浄力で塗装を保護します。

●従来の洗剤を使用しないため、油脂や水垢、虫の死骸なども洗剤なしで効果的に除去できます。

洗剤を使用しないため環境に優しい
●ナノバブル水は洗剤を使わずに汚れを取り除くため、化学物質や有害成分を排出しないことが
　最大の利点です。これにより、水質汚染のリスクを減少させ、環境負荷を抑えることができます。

●使用後の水の排水が環境にやさしく、水質汚染や化学薬品の残留を防ぎます。

ナノバブル水は、非常に微細な気泡を含んでおり、
その特性を生かした洗車方法は環境にも優しく、
高い洗浄効果をもたらします。



ナノバブルの活用

ナノバブルの活用利点

収量アップ・コスト削減・
品質向上など、農業経営の
効率化が期待できます。

農業 作物の成長促進・収量向上

病害リスクの低減

土壌改良・根の活性化

肥料・農薬の吸収効率向上

収穫後の品質向上

ナノバブルは水に溶存酸素を高濃度に供給し、根の酸素供給を増やします。これにより、
根張りが良くなり、成長が早まり、収量が向上します。

ナノバブルは殺菌作用を持つもの（オゾンや酸素など）を含む場合、土壌や灌漑水の病原菌を
抑制し、作物の病害リスクを軽減できます。

ナノバブルが土壌の隙間に入り込み、酸素供給を増やすことで、土壌環境が改善され、
根の活性が向上します。

ナノバブルは水の浸透性を高め、肥料や農薬の吸収効率を向上させるため、使用量を削減しつ
つ効果を最大化できます。

ナノバブル水を使用した作物は、鮮度が長持ちし、糖度が上がるといった品質向上の報告
もあります。

成長促進・病害リスク低減・栄養吸収向上・品質向上・水の節約など、さまざまな利点があります。生産性を高めながら、
環境に配慮した持続可能な農業を実現できる技術として、今後の水耕栽培に大きなメリットをもたらします。

ナノバブルの活用利点 養　殖

魚・貝類の成長促進 & 生存率向上

養殖魚のストレス軽減 & 活力向上

エサの消化吸収が向上

成長ムラが減少

水中の溶存酸素量が増え、魚や貝が健康に成長。

酸素が豊富な環境では代謝が活発になり、成長スピードが加速。

均一な酸素供給により、魚の成長がそろいやすくなる。

魚や貝の成長促進・生存率向上・水質改善・病害リスクの低減 など、多くのメリットが得られます。特に、溶存酸素量の増加・
水質の浄化・ストレスの軽減 などが養殖環境の改善に大きく貢献します。

酸素供給量アップ

遊泳量が増える

病気に対する抵抗力が向上 

酸素不足が原因で起こるストレスが軽減され、魚の活力が向上。

健康な魚は活発に泳ぐため、肉質が引き締まり、高品質な魚が育つ。

 ストレスが減ることで免疫力が強化され、病気にかかりにくくなる。

水中の酸素不足を解消

水質の改善 & メンテナンスコスト削減

藻類の繁殖を抑制

フィルターや水槽の清掃回数を削減

魚の排泄物や餌の残りが分解されやすくなり、水質が清浄化。

ナノバブルが水中のバランスを整え、過剰な藻の発生を防ぐ。

水がきれいに保たれるため、掃除やメンテナンスの手間が軽減。

アンモニア・硫化水素の分解促進

魚病リスクの低減 & 抗生物質の使用削減

寄生虫の減少

抗生物質の使用量削減

オゾンナノバブルを活用すると、ウイルスや細菌の繁殖が抑えられる。

酸素濃度の上昇で水質が改善され、寄生虫の発生リスクが低下。

 水質管理が向上することで、病気の発生を抑え、薬剤の使用を減らせる。

病原菌の抑制

魚の肉質向上 & 付加価値の高い水産物の生産

肉質の向上

市場価値の向上

ナノバブル水の浄化作用で、養殖魚特有の泥臭さが減少。

活発に泳ぐことで身が引き締まり、高品質な魚が育つ。

 健康で質の高い魚はブランド化しやすく、販売単価アップにつながる。

臭みの軽減

魚の成長速度が約 15～25％向上した事例が報告されている。
マスの養殖場では、病気の発生率が 30％以上低減し、収穫率が向上。
ウナギ養殖場では、水交換の頻度が約 50％減少し、管理コストが削減。
ヒラメ養殖場では、抗生物質の使用量が約 40％削減され、安全な養殖が実現。
養殖したブリは通常の養殖魚よりも弾力があり、脂の乗りが良いとの評価を受け高級食材として流通。

実例

ナノバブル水で希釈するメリットと特殊効果

溶解性の向上 → 希釈液の均一化 & 効果アップ

希釈液の安定性向上

濃度のばらつきを防ぐ

ナノバブルは極小サイズ のため、溶質との接触面積が増加し、物質をより均一に溶解できる。

成分がダマにならず、均一な混合液が作れる。

化学薬品や液肥などの溶け残りを低減。

ナノサイズ 

農業︓液体肥料や農薬を均一に希釈し、効果を最大化。
食品︓調味料や添加物をムラなく希釈し、味や品質を安定させる。
化学工業︓薬品の希釈時に分離・沈殿を防ぎ、効率的な製造が可能に。

活用例

浸透性の向上 → 速やかに対象物へ作用

●ナノバブル水は通常の水よりも細胞や組織への浸透が速い。
●分子間の結合を弱める作用があり、液体が対象物に素早く広がる。
●化学薬品や液肥などの溶け残りを低減。

農業︓葉面散布時に農薬や栄養素が葉に素早く吸収される。
医療・美容︓薬剤や化粧品の有効成分が肌や細胞へ速く浸透。
食品加工︓調味液が短時間で食材に染み込み、味がなじみやすい。

活用例

吸収力の向上 → 少量の薬剤・肥料で効果を発揮

●農業分野では、肥料・農薬の吸収効率が向上 し、使用量を削減できる。
●薬品やサプリメントの吸収率アップ → 必要量を減らしつつ高い効果を発揮。

農業︓液肥や農薬を低濃度で効果的に作物に供給し、コスト削減。
医療・健康︓栄養ドリンクやサプリの吸収性を高め、効果をアップ。
化学薬品︓少量の薬品で十分な作用が得られ、環境負荷を低減。

活用例

子羊用ミルクをナノバブル酸素水で希釈する効果

酸素供給の向上   → 成長促進 & 免疫力アップ
●ナノバブル酸素水には、高濃度の酸素が含まれており、体内の酸素供給量が増加。
●細胞の新陳代謝が活発になり、子羊の成長スピードが加速。
●免疫細胞が活性化し、病気への抵抗力が向上。

●子羊の体重増加がスムーズに進み、健康的な成長を促進。
●免疫機能が強化され、ウイルスや細菌感染のリスクが低下。期待できる効果

期待できる効果

消化吸収の向上　→  栄養の効率的な利用
●ナノバブル酸素水は、胃腸の働きを活性化し、消化酵素の分泌を促進。
●ミルクの栄養素（タンパク質・脂肪・ビタミン・ミネラル）の吸収率が向上。

●ミルクの栄養がしっかり吸収され、健康的な体重増加を実現。
●少ないミルク量でも効率的に成長できるため、飼育コストの
　削減につながる。

下痢・消化不良のリスク低減　→ 健康維持 
●酸素ナノバブルは、腸内の悪玉菌の増殖を抑制し、腸内フローラを改善。
●腸内の酸素濃度が上昇することで、腸内環境が安定し、下痢のリスクが低下。

●腸内の善玉菌が増え、消化不良や下痢の発生率が低下。
●子羊の健康状態が安定し、病気による成長遅延を防ぐ。期待できる効果

ミルクの鮮度保持 & 抗菌作用   → 安全性向上
●酸素ナノバブルには、酸化還元作用があり、雑菌の繁殖を抑制する効果がある。
●ミルクの鮮度が長持ちし、細菌による腐敗を防ぐ。

●作り置きのミルクが劣化しにくくなり、安全な給餌が可能。
●子羊の食中毒リスクが減少し、健康的な成長をサポート。期待できる効果

ストレス軽減 & 活力向上
●酸素供給が増えることで、子羊の血流が改善し、エネルギー代謝が向上。
●ストレス耐性が高まり、活動的で健康な行動が増加。

●母羊からの早期離乳のストレスを軽減。
●食欲が向上し、活発な行動が増加。期待できる効果

ナノバブル発生装置（酸素活用）で水質改善する仕組み

 酸化作用
●ナノバブル水中の酸素が強い酸化力を持ち、水中の汚染物質や有害物質を酸化して無害化する作用があります。
　ナノバブルの微細な気泡が汚染物質の表面に密着し、酸素と反応してこれを酸化分解します。

●有機物やアンモニア、硫化物などが酸化されて、これらの有害成分を無害化し、水質が改善されます。
　特に水中のアンモニアや有機化合物の除去に効果があります。

 浮遊物の除去
●ナノバブルは非常に小さな気泡を持っているため、これが水中の浮遊物（汚れや不純物）に付着し、気泡と共
　に浮かび上がらせます。これにより、水中の不純物が凝集し、浮遊物として分離され、フィルターなどで簡単
　に除去できるようになります。

●ナノバブルが浮遊物に付着することで、汚染物質の凝集を促進し、水質がきれいになります。これにより、
　ろ過効率が向上し、効率的に水を浄化することができます。

 水の浄化と消臭作用
●ナノバブル酸素水は、水中の有害な細菌や病原菌を抑制する働きもあります。酸素が豊富な環境では、酸素を
　好む微生物が活性化し、有害微生物が抑制されます。

●酸素が強い酸化作用を持つため、悪臭の元となる成分（例えば硫化水素やアミン類）を酸化して無害化し、
　水質の消臭効果も得られます。

 ヘドロの改善
●ナノバブル酸素水は、特に水底に沈殿した有機物（ヘドロ）の分解にも効果を発揮します。ヘドロは酸素供給が
　不十分な環境で分解されにくく、嫌気性微生物による腐敗が進みますが、ナノバブル水を使うことで酸素を供給し、
　ヘドロの分解を促進します。この効果によって、底質が浄化され、水の透明度が向上し、水質が改善されます。

 水流の促進と循環作用
●ナノバブル水は気泡が非常に小さいため、水流を乱すことなく、水中の循環を促進します。この水流促進作用が、
　水の動きを活性化させ、酸素が全体的に行き渡ることを助けます。これにより、水質全体の改善が効率的に行わ
　れます。

酸素供給による水質改善
●水中に酸素を豊富に供給することにより、水中の好気性微生物（酸素を必要とする微生物）が活性化します。
　これらの微生物は、有機物（例えば、汚染物質や腐敗物質）を分解する働きを持ち、これにより水質が改善
　されます。

●好気性微生物が有機物を分解する過程で、臭気や汚染物質が除去され、浄化が進みます。また、酸素供給に
　より嫌気性微生物の活動を抑制することができ、腐敗臭や有害物質の発生を防ぐことができます。

酸化還元作用 → 防腐・抗菌効果

●酸素ナノバブル → 酸化作用により細菌の繁殖を抑え、液体の劣化を防ぐ。
●オゾンナノバブル → 強い殺菌作用で、水を清潔に保つ。

食品︓ナノバブル水で希釈した調味料やジュースは、長期間鮮度を維持。
農業︓防腐剤を使わず、ナノバブル水で洗浄した作物の鮮度が長持ち。
医療・衛生︓消毒液の効果を高め、ウイルス・細菌対策に貢献。

活用例

ナノバブル発生装置（酸素活用）による水質改善は、酸素供給と酸化作用、浮遊物の除去、微生物の活性化など、
複数のメカニズムが相互に作用することで実現します。
ナノバブル水を利用することで、水中の有害物質や汚染物質を効果的に除去し、水の浄化や消臭、ヘドロの改善、
水質向上が実現できるため、農業、漁業、環境保護、工業など、さまざまな分野で利用されています。

自動洗車機で洗剤を使用せず、
ナノバブル水を活用

洗浄力の向上
●ナノバブル水は非常に小さな気泡（ナノサイズ）を含んでいるため、細かい汚れや油分、
　泥などを効果的に取り除くことができます。ナノバブルは表面積が非常に大きいため、
　汚れを浮かせて取り除く力が強いです。

洗車後の乾燥時間の短縮
●ノバブル水は、洗車後の水分を早く蒸発させる効果があります。そのため、洗車後の車体表面が
　早く乾燥し、水滴が残りにくく、拭き取り作業が簡単になることが期待されます。

従来の洗車機よりも低コスト
●ナノバブル水は化学洗剤を使用しないため、洗剤のコストが削減できます。
　少量の水で効率的に洗浄できるため、水道代や運営コストも削減することができます。

水の使用量が減少
●ナノバブル水は微細な気泡が水分と密接に反応し、汚れを効果的に取り除くため、従来の洗車機
　に比べて少量の水で洗浄が可能です。これにより、水の使用量を大幅に削減できます。

繊細な塗装面を保護
●ナノバブル水は洗浄力が強い一方で、非常に優れた洗浄効率を持ちながらも、塗装面や車体表面
　を傷つけにくいです。従来の洗剤や高圧水流では塗装にダメージを与えることがありますが、
　ナノバブル水はその優しい洗浄力で塗装を保護します。

●従来の洗剤を使用しないため、油脂や水垢、虫の死骸なども洗剤なしで効果的に除去できます。

洗剤を使用しないため環境に優しい
●ナノバブル水は洗剤を使わずに汚れを取り除くため、化学物質や有害成分を排出しないことが
　最大の利点です。これにより、水質汚染のリスクを減少させ、環境負荷を抑えることができます。

●使用後の水の排水が環境にやさしく、水質汚染や化学薬品の残留を防ぎます。

ナノバブル水は、非常に微細な気泡を含んでおり、
その特性を生かした洗車方法は環境にも優しく、
高い洗浄効果をもたらします。



ナノバブルの活用

ナノバブルの活用利点

収量アップ・コスト削減・
品質向上など、農業経営の
効率化が期待できます。

農業 作物の成長促進・収量向上

病害リスクの低減

土壌改良・根の活性化

肥料・農薬の吸収効率向上

収穫後の品質向上

ナノバブルは水に溶存酸素を高濃度に供給し、根の酸素供給を増やします。これにより、
根張りが良くなり、成長が早まり、収量が向上します。

ナノバブルは殺菌作用を持つもの（オゾンや酸素など）を含む場合、土壌や灌漑水の病原菌を
抑制し、作物の病害リスクを軽減できます。

ナノバブルが土壌の隙間に入り込み、酸素供給を増やすことで、土壌環境が改善され、
根の活性が向上します。

ナノバブルは水の浸透性を高め、肥料や農薬の吸収効率を向上させるため、使用量を削減しつ
つ効果を最大化できます。

ナノバブル水を使用した作物は、鮮度が長持ちし、糖度が上がるといった品質向上の報告
もあります。

成長促進・病害リスク低減・栄養吸収向上・品質向上・水の節約など、さまざまな利点があります。生産性を高めながら、
環境に配慮した持続可能な農業を実現できる技術として、今後の水耕栽培に大きなメリットをもたらします。 魚や貝の成長促進・生存率向上・水質改善・病害リスクの低減 など、多くのメリットが得られます。特に、溶存酸素量の増加・

水質の浄化・ストレスの軽減 などが養殖環境の改善に大きく貢献します。
土壌の酸素供給量向上・微生物活性化・保水性＆排水性改善・有害物質の低減 など、作物が育ちやすい理想的な土壌環境が
整います。結果として、収量増加・病害リスク低減・水や肥料のコスト削減 につながり、持続可能な農業を実現 する強力な
ツールとなります。

ナノバブル水で希釈するメリットと特殊効果

溶解性の向上 → 希釈液の均一化 & 効果アップ

希釈液の安定性向上

濃度のばらつきを防ぐ

ナノバブルは極小サイズ のため、溶質との接触面積が増加し、物質をより均一に溶解できる。

成分がダマにならず、均一な混合液が作れる。

化学薬品や液肥などの溶け残りを低減。

ナノサイズ 

農業︓液体肥料や農薬を均一に希釈し、効果を最大化。
食品︓調味料や添加物をムラなく希釈し、味や品質を安定させる。
化学工業︓薬品の希釈時に分離・沈殿を防ぎ、効率的な製造が可能に。

活用例

浸透性の向上 → 速やかに対象物へ作用

●ナノバブル水は通常の水よりも細胞や組織への浸透が速い。
●分子間の結合を弱める作用があり、液体が対象物に素早く広がる。
●化学薬品や液肥などの溶け残りを低減。

農業︓葉面散布時に農薬や栄養素が葉に素早く吸収される。
医療・美容︓薬剤や化粧品の有効成分が肌や細胞へ速く浸透。
食品加工︓調味液が短時間で食材に染み込み、味がなじみやすい。

活用例

吸収力の向上 → 少量の薬剤・肥料で効果を発揮

●農業分野では、肥料・農薬の吸収効率が向上 し、使用量を削減できる。
●薬品やサプリメントの吸収率アップ → 必要量を減らしつつ高い効果を発揮。

農業︓液肥や農薬を低濃度で効果的に作物に供給し、コスト削減。
医療・健康︓栄養ドリンクやサプリの吸収性を高め、効果をアップ。
化学薬品︓少量の薬品で十分な作用が得られ、環境負荷を低減。

活用例

子羊用ミルクをナノバブル酸素水で希釈する効果

酸素供給の向上   → 成長促進 & 免疫力アップ
●ナノバブル酸素水には、高濃度の酸素が含まれており、体内の酸素供給量が増加。
●細胞の新陳代謝が活発になり、子羊の成長スピードが加速。
●免疫細胞が活性化し、病気への抵抗力が向上。

●子羊の体重増加がスムーズに進み、健康的な成長を促進。
●免疫機能が強化され、ウイルスや細菌感染のリスクが低下。期待できる効果

期待できる効果

消化吸収の向上　→  栄養の効率的な利用
●ナノバブル酸素水は、胃腸の働きを活性化し、消化酵素の分泌を促進。
●ミルクの栄養素（タンパク質・脂肪・ビタミン・ミネラル）の吸収率が向上。

●ミルクの栄養がしっかり吸収され、健康的な体重増加を実現。
●少ないミルク量でも効率的に成長できるため、飼育コストの
　削減につながる。

下痢・消化不良のリスク低減　→ 健康維持 
●酸素ナノバブルは、腸内の悪玉菌の増殖を抑制し、腸内フローラを改善。
●腸内の酸素濃度が上昇することで、腸内環境が安定し、下痢のリスクが低下。

●腸内の善玉菌が増え、消化不良や下痢の発生率が低下。
●子羊の健康状態が安定し、病気による成長遅延を防ぐ。期待できる効果

ミルクの鮮度保持 & 抗菌作用   → 安全性向上
●酸素ナノバブルには、酸化還元作用があり、雑菌の繁殖を抑制する効果がある。
●ミルクの鮮度が長持ちし、細菌による腐敗を防ぐ。

●作り置きのミルクが劣化しにくくなり、安全な給餌が可能。
●子羊の食中毒リスクが減少し、健康的な成長をサポート。期待できる効果

ストレス軽減 & 活力向上
●酸素供給が増えることで、子羊の血流が改善し、エネルギー代謝が向上。
●ストレス耐性が高まり、活動的で健康な行動が増加。

●母羊からの早期離乳のストレスを軽減。
●食欲が向上し、活発な行動が増加。期待できる効果

ナノバブル発生装置（酸素活用）で水質改善する仕組み

 酸化作用
●ナノバブル水中の酸素が強い酸化力を持ち、水中の汚染物質や有害物質を酸化して無害化する作用があります。
　ナノバブルの微細な気泡が汚染物質の表面に密着し、酸素と反応してこれを酸化分解します。

●有機物やアンモニア、硫化物などが酸化されて、これらの有害成分を無害化し、水質が改善されます。
　特に水中のアンモニアや有機化合物の除去に効果があります。

 浮遊物の除去
●ナノバブルは非常に小さな気泡を持っているため、これが水中の浮遊物（汚れや不純物）に付着し、気泡と共
　に浮かび上がらせます。これにより、水中の不純物が凝集し、浮遊物として分離され、フィルターなどで簡単
　に除去できるようになります。

●ナノバブルが浮遊物に付着することで、汚染物質の凝集を促進し、水質がきれいになります。これにより、
　ろ過効率が向上し、効率的に水を浄化することができます。

 水の浄化と消臭作用
●ナノバブル酸素水は、水中の有害な細菌や病原菌を抑制する働きもあります。酸素が豊富な環境では、酸素を
　好む微生物が活性化し、有害微生物が抑制されます。

●酸素が強い酸化作用を持つため、悪臭の元となる成分（例えば硫化水素やアミン類）を酸化して無害化し、
　水質の消臭効果も得られます。

 ヘドロの改善
●ナノバブル酸素水は、特に水底に沈殿した有機物（ヘドロ）の分解にも効果を発揮します。ヘドロは酸素供給が
　不十分な環境で分解されにくく、嫌気性微生物による腐敗が進みますが、ナノバブル水を使うことで酸素を供給し、
　ヘドロの分解を促進します。この効果によって、底質が浄化され、水の透明度が向上し、水質が改善されます。

 水流の促進と循環作用
●ナノバブル水は気泡が非常に小さいため、水流を乱すことなく、水中の循環を促進します。この水流促進作用が、
　水の動きを活性化させ、酸素が全体的に行き渡ることを助けます。これにより、水質全体の改善が効率的に行わ
　れます。

酸素供給による水質改善
●水中に酸素を豊富に供給することにより、水中の好気性微生物（酸素を必要とする微生物）が活性化します。
　これらの微生物は、有機物（例えば、汚染物質や腐敗物質）を分解する働きを持ち、これにより水質が改善
　されます。

●好気性微生物が有機物を分解する過程で、臭気や汚染物質が除去され、浄化が進みます。また、酸素供給に
　より嫌気性微生物の活動を抑制することができ、腐敗臭や有害物質の発生を防ぐことができます。

酸化還元作用 → 防腐・抗菌効果

●酸素ナノバブル → 酸化作用により細菌の繁殖を抑え、液体の劣化を防ぐ。
●オゾンナノバブル → 強い殺菌作用で、水を清潔に保つ。

食品︓ナノバブル水で希釈した調味料やジュースは、長期間鮮度を維持。
農業︓防腐剤を使わず、ナノバブル水で洗浄した作物の鮮度が長持ち。
医療・衛生︓消毒液の効果を高め、ウイルス・細菌対策に貢献。

活用例

ナノバブル発生装置（酸素活用）による水質改善は、酸素供給と酸化作用、浮遊物の除去、微生物の活性化など、
複数のメカニズムが相互に作用することで実現します。
ナノバブル水を利用することで、水中の有害物質や汚染物質を効果的に除去し、水の浄化や消臭、ヘドロの改善、
水質向上が実現できるため、農業、漁業、環境保護、工業など、さまざまな分野で利用されています。

自動洗車機で洗剤を使用せず、
ナノバブル水を活用

洗浄力の向上
●ナノバブル水は非常に小さな気泡（ナノサイズ）を含んでいるため、細かい汚れや油分、
　泥などを効果的に取り除くことができます。ナノバブルは表面積が非常に大きいため、
　汚れを浮かせて取り除く力が強いです。

洗車後の乾燥時間の短縮
●ノバブル水は、洗車後の水分を早く蒸発させる効果があります。そのため、洗車後の車体表面が
　早く乾燥し、水滴が残りにくく、拭き取り作業が簡単になることが期待されます。

従来の洗車機よりも低コスト
●ナノバブル水は化学洗剤を使用しないため、洗剤のコストが削減できます。
　少量の水で効率的に洗浄できるため、水道代や運営コストも削減することができます。

水の使用量が減少
●ナノバブル水は微細な気泡が水分と密接に反応し、汚れを効果的に取り除くため、従来の洗車機
　に比べて少量の水で洗浄が可能です。これにより、水の使用量を大幅に削減できます。

繊細な塗装面を保護
●ナノバブル水は洗浄力が強い一方で、非常に優れた洗浄効率を持ちながらも、塗装面や車体表面
　を傷つけにくいです。従来の洗剤や高圧水流では塗装にダメージを与えることがありますが、
　ナノバブル水はその優しい洗浄力で塗装を保護します。

●従来の洗剤を使用しないため、油脂や水垢、虫の死骸なども洗剤なしで効果的に除去できます。

洗剤を使用しないため環境に優しい
●ナノバブル水は洗剤を使わずに汚れを取り除くため、化学物質や有害成分を排出しないことが
　最大の利点です。これにより、水質汚染のリスクを減少させ、環境負荷を抑えることができます。

●使用後の水の排水が環境にやさしく、水質汚染や化学薬品の残留を防ぎます。

ナノバブル水は、非常に微細な気泡を含んでおり、
その特性を生かした洗車方法は環境にも優しく、
高い洗浄効果をもたらします。



ナノバブルの活用

ナノバブルの活用利点

収量アップ・コスト削減・
品質向上など、農業経営の
効率化が期待できます。

農業

畑・土壌

作物の成長促進・収量向上

病害リスクの低減

土壌改良・根の活性化

肥料・農薬の吸収効率向上

収穫後の品質向上

ナノバブルは水に溶存酸素を高濃度に供給し、根の酸素供給を増やします。これにより、
根張りが良くなり、成長が早まり、収量が向上します。

ナノバブルは殺菌作用を持つもの（オゾンや酸素など）を含む場合、土壌や灌漑水の病原菌を
抑制し、作物の病害リスクを軽減できます。

ナノバブルが土壌の隙間に入り込み、酸素供給を増やすことで、土壌環境が改善され、
根の活性が向上します。

ナノバブルは水の浸透性を高め、肥料や農薬の吸収効率を向上させるため、使用量を削減しつ
つ効果を最大化できます。

ナノバブル水を使用した作物は、鮮度が長持ちし、糖度が上がるといった品質向上の報告
もあります。

成長促進・病害リスク低減・栄養吸収向上・品質向上・水の節約など、さまざまな利点があります。生産性を高めながら、
環境に配慮した持続可能な農業を実現できる技術として、今後の水耕栽培に大きなメリットをもたらします。

ナノバブルの活用利点 養　殖

魚・貝類の成長促進 & 生存率向上

養殖魚のストレス軽減 & 活力向上

エサの消化吸収が向上

成長ムラが減少

水中の溶存酸素量が増え、魚や貝が健康に成長。

酸素が豊富な環境では代謝が活発になり、成長スピードが加速。

均一な酸素供給により、魚の成長がそろいやすくなる。

魚や貝の成長促進・生存率向上・水質改善・病害リスクの低減 など、多くのメリットが得られます。特に、溶存酸素量の増加・
水質の浄化・ストレスの軽減 などが養殖環境の改善に大きく貢献します。

酸素供給量アップ

遊泳量が増える

病気に対する抵抗力が向上 

酸素不足が原因で起こるストレスが軽減され、魚の活力が向上。

健康な魚は活発に泳ぐため、肉質が引き締まり、高品質な魚が育つ。

 ストレスが減ることで免疫力が強化され、病気にかかりにくくなる。

水中の酸素不足を解消

水質の改善 & メンテナンスコスト削減

藻類の繁殖を抑制

フィルターや水槽の清掃回数を削減

魚の排泄物や餌の残りが分解されやすくなり、水質が清浄化。

ナノバブルが水中のバランスを整え、過剰な藻の発生を防ぐ。

水がきれいに保たれるため、掃除やメンテナンスの手間が軽減。

アンモニア・硫化水素の分解促進

魚病リスクの低減 & 抗生物質の使用削減

寄生虫の減少

抗生物質の使用量削減

オゾンナノバブルを活用すると、ウイルスや細菌の繁殖が抑えられる。

酸素濃度の上昇で水質が改善され、寄生虫の発生リスクが低下。

 水質管理が向上することで、病気の発生を抑え、薬剤の使用を減らせる。

病原菌の抑制

魚の肉質向上 & 付加価値の高い水産物の生産

肉質の向上

市場価値の向上

ナノバブル水の浄化作用で、養殖魚特有の泥臭さが減少。

活発に泳ぐことで身が引き締まり、高品質な魚が育つ。

 健康で質の高い魚はブランド化しやすく、販売単価アップにつながる。

臭みの軽減

土壌の酸素供給量アップ → 健康な根が育つ

土壌中の有益微生物を活性化 → 肥沃な土作り

根の成長促進

根腐れの防止

ノバブル水には高濃度の溶存酸素が含まれ、土壌に潅水すると根域の酸素量が増加。

酸素供給が増え、根の伸長が促進され、養分や水分の吸収力が向上。

通気性が改善され、嫌気性菌の繁殖を抑え、根腐れリスクを軽減。

 酸素が豊富な土壌に

有機物の分解促進

土壌病害の抑制

土壌中の善玉菌（乳酸菌・放線菌など）が活性化し、病害菌の抑制につながる。

ナノバブルの作用で有機物の分解がスムーズに進み、栄養豊富な土壌に。

 土壌改良効果により、連作障害や病気のリスクが低減。

有益な微生物の活性化

保水性・排水性の改善 → 水はけの良い理想的な土壌に

排水性の向上

乾燥ストレスの軽減

ナノバブルの特性により、土壌中の水分が均一に広がり、保水性が向上。

余分な水分を適切に排出し、過湿や水たまりを防ぐ。

 水持ちが良くなり、乾燥しやすい土壌でも作物が育ちやすくなる。

適度な水分保持

土壌中の有害物質を低減 → 健康な作物の育成

農薬・化学肥料の残留軽減

塩害対策

ナノバブル水の酸化・還元作用により、土壌中の有害物質の影響を緩和。

ナノバブルの浄化作用により、残留農薬や過剰肥料が分解されやすくなる。

 塩類集積が抑えられ、塩害に強い土壌へ改善。

重金属や塩分の影響を軽減

環境負荷の軽減 & 持続可能な農業へ

化学肥料・農薬の使用量削減

環境にやさしい農業

ナノバブル水は通常の水よりも浸透性が高く、少ない水量で効果的な潅水が可能。

土壌が健全化することで、化学肥料や農薬の必要量が減少。

 持続可能な農業（SDGs）に貢献し、エコ農法としての導入が進む。

水の使用量削減

土壌の酸素供給量向上・微生物活性化・保水性＆排水性改善・有害物質の低減 など、作物が育ちやすい理想的な土壌環境が
整います。結果として、収量増加・病害リスク低減・水や肥料のコスト削減 につながり、持続可能な農業を実現 する強力な
ツールとなります。

魚の成長速度が約 15～25％向上した事例が報告されている。
マスの養殖場では、病気の発生率が 30％以上低減し、収穫率が向上。
ウナギ養殖場では、水交換の頻度が約 50％減少し、管理コストが削減。
ヒラメ養殖場では、抗生物質の使用量が約 40％削減され、安全な養殖が実現。
養殖したブリは通常の養殖魚よりも弾力があり、脂の乗りが良いとの評価を受け高級食材として流通。

ナノバブルの活用利点

ナノバブル水を散布した畑では、作物の根の成長が約 20％向上したことが確認されている。
微生物の多様性が向上し、病原菌の繁殖が抑制された事例 が報告されている。
砂質土壌の畑にナノバブル水を潅水すると、保水性が約 15％向上し、作物の生育が安定した。
圃場では、土壌中の残留農薬が約 30％低減し、土壌の健全性が向上。
潅水量が約 30％削減され、コストと環境負荷の低減に成功。

実例 実例

ナノバブル水で希釈するメリットと特殊効果

溶解性の向上 → 希釈液の均一化 & 効果アップ

希釈液の安定性向上

濃度のばらつきを防ぐ

ナノバブルは極小サイズ のため、溶質との接触面積が増加し、物質をより均一に溶解できる。

成分がダマにならず、均一な混合液が作れる。

化学薬品や液肥などの溶け残りを低減。

ナノサイズ 

農業︓液体肥料や農薬を均一に希釈し、効果を最大化。
食品︓調味料や添加物をムラなく希釈し、味や品質を安定させる。
化学工業︓薬品の希釈時に分離・沈殿を防ぎ、効率的な製造が可能に。

活用例

浸透性の向上 → 速やかに対象物へ作用

●ナノバブル水は通常の水よりも細胞や組織への浸透が速い。
●分子間の結合を弱める作用があり、液体が対象物に素早く広がる。
●化学薬品や液肥などの溶け残りを低減。

農業︓葉面散布時に農薬や栄養素が葉に素早く吸収される。
医療・美容︓薬剤や化粧品の有効成分が肌や細胞へ速く浸透。
食品加工︓調味液が短時間で食材に染み込み、味がなじみやすい。

活用例

吸収力の向上 → 少量の薬剤・肥料で効果を発揮

●農業分野では、肥料・農薬の吸収効率が向上 し、使用量を削減できる。
●薬品やサプリメントの吸収率アップ → 必要量を減らしつつ高い効果を発揮。

農業︓液肥や農薬を低濃度で効果的に作物に供給し、コスト削減。
医療・健康︓栄養ドリンクやサプリの吸収性を高め、効果をアップ。
化学薬品︓少量の薬品で十分な作用が得られ、環境負荷を低減。

活用例

子牛用ミルクなどをナノバブル酸素水で希釈する効果

酸素供給の向上   → 成長促進 & 免疫力アップ
●ナノバブル酸素水には、高濃度の酸素が含まれており、体内の酸素供給量が増加。
●細胞の新陳代謝が活発になり、子羊の成長スピードが加速。
●免疫細胞が活性化し、病気への抵抗力が向上。

●子羊の体重増加がスムーズに進み、健康的な成長を促進。
●免疫機能が強化され、ウイルスや細菌感染のリスクが低下。期待できる効果

期待できる効果

消化吸収の向上　→  栄養の効率的な利用
●ナノバブル酸素水は、胃腸の働きを活性化し、消化酵素の分泌を促進。
●ミルクの栄養素（タンパク質・脂肪・ビタミン・ミネラル）の吸収率が向上。

●ミルクの栄養がしっかり吸収され、健康的な体重増加を実現。
●少ないミルク量でも効率的に成長できるため、飼育コストの
　削減につながる。

下痢・消化不良のリスク低減　→ 健康維持 
●酸素ナノバブルは、腸内の悪玉菌の増殖を抑制し、腸内フローラを改善。
●腸内の酸素濃度が上昇することで、腸内環境が安定し、下痢のリスクが低下。

●腸内の善玉菌が増え、消化不良や下痢の発生率が低下。
●子羊の健康状態が安定し、病気による成長遅延を防ぐ。期待できる効果

ミルクの鮮度保持 & 抗菌作用   → 安全性向上
●酸素ナノバブルには、酸化還元作用があり、雑菌の繁殖を抑制する効果がある。
●ミルクの鮮度が長持ちし、細菌による腐敗を防ぐ。

●作り置きのミルクが劣化しにくくなり、安全な給餌が可能。
●子羊の食中毒リスクが減少し、健康的な成長をサポート。期待できる効果

ストレス軽減 & 活力向上
●酸素供給が増えることで、子羊の血流が改善し、エネルギー代謝が向上。
●ストレス耐性が高まり、活動的で健康な行動が増加。

●母羊からの早期離乳のストレスを軽減。
●食欲が向上し、活発な行動が増加。期待できる効果

ナノバブル発生装置（酸素活用）で水質改善する仕組み

 酸化作用
●ナノバブル水中の酸素が強い酸化力を持ち、水中の汚染物質や有害物質を酸化して無害化する作用があります。
　ナノバブルの微細な気泡が汚染物質の表面に密着し、酸素と反応してこれを酸化分解します。

●有機物やアンモニア、硫化物などが酸化されて、これらの有害成分を無害化し、水質が改善されます。
　特に水中のアンモニアや有機化合物の除去に効果があります。

 浮遊物の除去
●ナノバブルは非常に小さな気泡を持っているため、これが水中の浮遊物（汚れや不純物）に付着し、気泡と共
　に浮かび上がらせます。これにより、水中の不純物が凝集し、浮遊物として分離され、フィルターなどで簡単
　に除去できるようになります。

●ナノバブルが浮遊物に付着することで、汚染物質の凝集を促進し、水質がきれいになります。これにより、
　ろ過効率が向上し、効率的に水を浄化することができます。

 水の浄化と消臭作用
●ナノバブル酸素水は、水中の有害な細菌や病原菌を抑制する働きもあります。酸素が豊富な環境では、酸素を
　好む微生物が活性化し、有害微生物が抑制されます。

●酸素が強い酸化作用を持つため、悪臭の元となる成分（例えば硫化水素やアミン類）を酸化して無害化し、
　水質の消臭効果も得られます。

 ヘドロの改善
●ナノバブル酸素水は、特に水底に沈殿した有機物（ヘドロ）の分解にも効果を発揮します。ヘドロは酸素供給が
　不十分な環境で分解されにくく、嫌気性微生物による腐敗が進みますが、ナノバブル水を使うことで酸素を供給し、
　ヘドロの分解を促進します。この効果によって、底質が浄化され、水の透明度が向上し、水質が改善されます。

 水流の促進と循環作用
●ナノバブル水は気泡が非常に小さいため、水流を乱すことなく、水中の循環を促進します。この水流促進作用が、
　水の動きを活性化させ、酸素が全体的に行き渡ることを助けます。これにより、水質全体の改善が効率的に行わ
　れます。

酸素供給による水質改善
●水中に酸素を豊富に供給することにより、水中の好気性微生物（酸素を必要とする微生物）が活性化します。
　これらの微生物は、有機物（例えば、汚染物質や腐敗物質）を分解する働きを持ち、これにより水質が改善
　されます。

●好気性微生物が有機物を分解する過程で、臭気や汚染物質が除去され、浄化が進みます。また、酸素供給に
　より嫌気性微生物の活動を抑制することができ、腐敗臭や有害物質の発生を防ぐことができます。

酸化還元作用 → 防腐・抗菌効果

●酸素ナノバブル → 酸化作用により細菌の繁殖を抑え、液体の劣化を防ぐ。
●オゾンナノバブル → 強い殺菌作用で、水を清潔に保つ。

食品︓ナノバブル水で希釈した調味料やジュースは、長期間鮮度を維持。
農業︓防腐剤を使わず、ナノバブル水で洗浄した作物の鮮度が長持ち。
医療・衛生︓消毒液の効果を高め、ウイルス・細菌対策に貢献。

活用例

土壌のpHバランスが安定し、連作障害のリスクが低減。

ナノバブル発生装置（酸素活用）による水質改善は、酸素供給と酸化作用、浮遊物の除去、微生物の活性化など、
複数のメカニズムが相互に作用することで実現します。
ナノバブル水を利用することで、水中の有害物質や汚染物質を効果的に除去し、水の浄化や消臭、ヘドロの改善、
水質向上が実現できるため、農業、漁業、環境保護、工業など、さまざまな分野で利用されています。

自動洗車機で洗剤を使用せず、
ナノバブル水を活用

洗浄力の向上
●ナノバブル水は非常に小さな気泡（ナノサイズ）を含んでいるため、細かい汚れや油分、
　泥などを効果的に取り除くことができます。ナノバブルは表面積が非常に大きいため、
　汚れを浮かせて取り除く力が強いです。

洗車後の乾燥時間の短縮
●ノバブル水は、洗車後の水分を早く蒸発させる効果があります。そのため、洗車後の車体表面が
　早く乾燥し、水滴が残りにくく、拭き取り作業が簡単になることが期待されます。

従来の洗車機よりも低コスト
●ナノバブル水は化学洗剤を使用しないため、洗剤のコストが削減できます。
　少量の水で効率的に洗浄できるため、水道代や運営コストも削減することができます。

水の使用量が減少
●ナノバブル水は微細な気泡が水分と密接に反応し、汚れを効果的に取り除くため、従来の洗車機
　に比べて少量の水で洗浄が可能です。これにより、水の使用量を大幅に削減できます。

繊細な塗装面を保護
●ナノバブル水は洗浄力が強い一方で、非常に優れた洗浄効率を持ちながらも、塗装面や車体表面
　を傷つけにくいです。従来の洗剤や高圧水流では塗装にダメージを与えることがありますが、
　ナノバブル水はその優しい洗浄力で塗装を保護します。

●従来の洗剤を使用しないため、油脂や水垢、虫の死骸なども洗剤なしで効果的に除去できます。

洗剤を使用しないため環境に優しい
●ナノバブル水は洗剤を使わずに汚れを取り除くため、化学物質や有害成分を排出しないことが
　最大の利点です。これにより、水質汚染のリスクを減少させ、環境負荷を抑えることができます。

●使用後の水の排水が環境にやさしく、水質汚染や化学薬品の残留を防ぎます。

ナノバブル水は、非常に微細な気泡を含んでおり、
その特性を生かした洗車方法は環境にも優しく、
高い洗浄効果をもたらします。



ナノバブルの活用

ナノバブルの活用利点

収量アップ・コスト削減・
品質向上など、農業経営の
効率化が期待できます。

農業 作物の成長促進・収量向上

病害リスクの低減

土壌改良・根の活性化

肥料・農薬の吸収効率向上

収穫後の品質向上

ナノバブルは水に溶存酸素を高濃度に供給し、根の酸素供給を増やします。これにより、
根張りが良くなり、成長が早まり、収量が向上します。

ナノバブルは殺菌作用を持つもの（オゾンや酸素など）を含む場合、土壌や灌漑水の病原菌を
抑制し、作物の病害リスクを軽減できます。

ナノバブルが土壌の隙間に入り込み、酸素供給を増やすことで、土壌環境が改善され、
根の活性が向上します。

ナノバブルは水の浸透性を高め、肥料や農薬の吸収効率を向上させるため、使用量を削減しつ
つ効果を最大化できます。

ナノバブル水を使用した作物は、鮮度が長持ちし、糖度が上がるといった品質向上の報告
もあります。

成長促進・病害リスク低減・栄養吸収向上・品質向上・水の節約など、さまざまな利点があります。生産性を高めながら、
環境に配慮した持続可能な農業を実現できる技術として、今後の水耕栽培に大きなメリットをもたらします。 魚や貝の成長促進・生存率向上・水質改善・病害リスクの低減 など、多くのメリットが得られます。特に、溶存酸素量の増加・

水質の浄化・ストレスの軽減 などが養殖環境の改善に大きく貢献します。
土壌の酸素供給量向上・微生物活性化・保水性＆排水性改善・有害物質の低減 など、作物が育ちやすい理想的な土壌環境が
整います。結果として、収量増加・病害リスク低減・水や肥料のコスト削減 につながり、持続可能な農業を実現 する強力な
ツールとなります。

ナノバブル発生装置（酸素活用）で水質改善する仕組み

 酸化作用
●ナノバブル水中の酸素が強い酸化力を持ち、水中の汚染物質や有害物質を酸化して無害化する作用があります。
　ナノバブルの微細な気泡が汚染物質の表面に密着し、酸素と反応してこれを酸化分解します。

●有機物やアンモニア、硫化物などが酸化されて、これらの有害成分を無害化し、水質が改善されます。
　特に水中のアンモニアや有機化合物の除去に効果があります。

 浮遊物の除去
●ナノバブルは非常に小さな気泡を持っているため、これが水中の浮遊物（汚れや不純物）に付着し、気泡と共
　に浮かび上がらせます。これにより、水中の不純物が凝集し、浮遊物として分離され、フィルターなどで簡単
　に除去できるようになります。

●ナノバブルが浮遊物に付着することで、汚染物質の凝集を促進し、水質がきれいになります。これにより、
　ろ過効率が向上し、効率的に水を浄化することができます。

 水の浄化と消臭作用
●ナノバブル酸素水は、水中の有害な細菌や病原菌を抑制する働きもあります。酸素が豊富な環境では、酸素を
　好む微生物が活性化し、有害微生物が抑制されます。

●酸素が強い酸化作用を持つため、悪臭の元となる成分（例えば硫化水素やアミン類）を酸化して無害化し、
　水質の消臭効果も得られます。

 ヘドロの改善
●ナノバブル酸素水は、特に水底に沈殿した有機物（ヘドロ）の分解にも効果を発揮します。ヘドロは酸素供給が
　不十分な環境で分解されにくく、嫌気性微生物による腐敗が進みますが、ナノバブル水を使うことで酸素を供給し、
　ヘドロの分解を促進します。この効果によって、底質が浄化され、水の透明度が向上し、水質が改善されます。

 水流の促進と循環作用
●ナノバブル水は気泡が非常に小さいため、水流を乱すことなく、水中の循環を促進します。この水流促進作用が、
　水の動きを活性化させ、酸素が全体的に行き渡ることを助けます。これにより、水質全体の改善が効率的に行わ
　れます。

酸素供給による水質改善
●水中に酸素を豊富に供給することにより、水中の好気性微生物（酸素を必要とする微生物）が活性化します。
　これらの微生物は、有機物（例えば、汚染物質や腐敗物質）を分解する働きを持ち、これにより水質が改善
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●好気性微生物が有機物を分解する過程で、臭気や汚染物質が除去され、浄化が進みます。また、酸素供給に
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●ノバブル水は、洗車後の水分を早く蒸発させる効果があります。そのため、洗車後の車体表面が
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繊細な塗装面を保護
●ナノバブル水は洗浄力が強い一方で、非常に優れた洗浄効率を持ちながらも、塗装面や車体表面
　を傷つけにくいです。従来の洗剤や高圧水流では塗装にダメージを与えることがありますが、
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●従来の洗剤を使用しないため、油脂や水垢、虫の死骸なども洗剤なしで効果的に除去できます。
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　最大の利点です。これにより、水質汚染のリスクを減少させ、環境負荷を抑えることができます。
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土壌の酸素供給量向上・微生物活性化・保水性＆排水性改善・有害物質の低減 など、作物が育ちやすい理想的な土壌環境が
整います。結果として、収量増加・病害リスク低減・水や肥料のコスト削減 につながり、持続可能な農業を実現 する強力な
ツールとなります。

自動洗車機で洗剤を使用せず、
ナノバブル水を活用

洗浄力の向上
●ナノバブル水は非常に小さな気泡（ナノサイズ）を含んでいるため、細かい汚れや油分、
　泥などを効果的に取り除くことができます。ナノバブルは表面積が非常に大きいため、
　汚れを浮かせて取り除く力が強いです。

洗車後の乾燥時間の短縮
●ノバブル水は、洗車後の水分を早く蒸発させる効果があります。そのため、洗車後の車体表面が
　早く乾燥し、水滴が残りにくく、拭き取り作業が簡単になることが期待されます。

従来の洗車機よりも低コスト
●ナノバブル水は化学洗剤を使用しないため、洗剤のコストが削減できます。
　少量の水で効率的に洗浄できるため、水道代や運営コストも削減することができます。

水の使用量が減少
●ナノバブル水は微細な気泡が水分と密接に反応し、汚れを効果的に取り除くため、従来の洗車機
　に比べて少量の水で洗浄が可能です。これにより、水の使用量を大幅に削減できます。

繊細な塗装面を保護
●ナノバブル水は洗浄力が強い一方で、非常に優れた洗浄効率を持ちながらも、塗装面や車体表面
　を傷つけにくいです。従来の洗剤や高圧水流では塗装にダメージを与えることがありますが、
　ナノバブル水はその優しい洗浄力で塗装を保護します。

●従来の洗剤を使用しないため、油脂や水垢、虫の死骸なども洗剤なしで効果的に除去できます。

洗剤を使用しないため環境に優しい
●ナノバブル水は洗剤を使わずに汚れを取り除くため、化学物質や有害成分を排出しないことが
　最大の利点です。これにより、水質汚染のリスクを減少させ、環境負荷を抑えることができます。

●使用後の水の排水が環境にやさしく、水質汚染や化学薬品の残留を防ぎます。

ナノバブル水は、非常に微細な気泡を含んでおり、
その特性を生かした洗車方法は環境にも優しく、
高い洗浄効果をもたらします。


